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　　対照言語学は 、
L2 ライ テ ィ ン グの 比 較文化 的研究に お い て 重要な役割を果た し

て きた ， 本発表に お い て は 、 近年の 対照修辞学研 究を概括する utla　C。nnor 博士 の 著

作 ω 尻 畑 3 ゴ rθ Rhe　toric を基盤に して 、異文化学習 として の L2 ライ テ ィ ン グを再検

討 した い
。

　第二 言語 習得にお ける母 語 の 干渉は応用言語 学研究の 中心課題で あ っ た 。
し か し

それ らの 研 究の 多くは文や発話 レ ベ ル に限定 され、言語 や心理 言語学的側面の み が探

求 され て きた tコ こ れに対 し対照言語 学で は、談話 とテ キ ス トの レ ベ ル まで 扱われ る 。

Connor 博士 の 著作で は 、母 語 の 慣習 、 しきた りと談話 、修辞構造と第二言語 使用 へ

の 影響 、特に ライ テ ィ ン グに見 られ る言語干 渉の 認知 と文 化 の側 面に焦点が 当て られ

て い る ， 対照言語学の 領域が拡大 するに っ れ 、 第 二言語 学習・教育に つ い て の 関心 が、

特に英作文や ESP の 指導に 関心 を持 っ 人 々 の 間で 高ま っ て きて い る 。 博士 は 、 広範

囲な学際的研 究を元に L2 ライ テ ィ ン グの 対照 的研 究の 歴史 に遡 り、対 照修辞学 と諸

分野 （英作文 研究 、 翻訳 、 テ キ ス ト言語学 、 類型分析 、 文化 人類学） との 共有領域 を

探求 して い る e また 、異言語 ・異文化の L2 ライテ ィ ン グ へ の 影響 を、様 々 な事例 に

基づ い て 、文、パ ラ グラ フ 、テ キス トの 各 レ ベ ル で 扱 い 、テ キス トの 組み 立 て 、結束、

首尾
一

貫性 、ス キ
ー

マ 構造 な どにお ける言語 の 干渉 を調 べ 、言語的・文化 的な拘束が

文章の 性質 ・目的をい か に 転移 するか 、 とい う問題 に つ い て論 じて い る ，

　村松は 、Connor 博士 に 直接会い 、そ の interviewを 」／4L1　lhe　Languagθ　leachetn　12，’　4

に掲載 してい るが 、 そ の interview にお い て博士 は 、 従来の contrastive 　rhetoric

の 定義を広げ 、 audience と composing 　process の 両方 を重要視す る と述 べ て い る。

また 、博士 は、対照修辞学研 究の 根底 に ある質量 両面 か らの 調査 法を検討
・
評価 し 、

応用言語学や L2 ライテ ィ ン グ教育に お ける対照修辞学 の 実践的応用 例 を示 して い る。

　本発表にお い て は 、対照修辞学 と L2 ライテ ィ ン グに 関す る論題 を以 下の よ うな構

成で 提示 しなが ら討議を進 めて い きた い 。

〈 第
一

部〉 歴史研 究

（1 ）広 が り行 く対照修辞学 ： L2 ライテ ィ ン グにお ける問題点 と解決法 、 し2 ライ テ

　　　ィ ン グ研究 と対照修辞学の 出現 、 対照修辞学の 包括的理論の 構築に つ い て

（2 ）応 用言語 学に お ける対照修辞学研 究 ：対照分析 、 誤 答 分析 、中間言 語 分析 、

　　　対 照修辞学の 展開 を取 り上 げ 、 対照分 析 との 関連 性 、各種 国際英語 、応 用言
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　　　語学とい っ た 文脈で の 対照修辞学研究に つ い て 、新 しい 方 向性 を示す 。

（3 ）対照修辞学の 歴 史的発展 ：対 照修辞学の 起源や 、 各国語 を対象 とし た具体的

　　　研究例を紹介 しなが ら 、 Kaplan（1966）の 研究か ら言語 ・ジ ャ ン ル ・作者の 多

　　　様性 へ と向か う方向性 に つ い て 取 り上げる 。

〈 第二 部 〉他 の 分野 との 共有領域

（1 ）修 辞学 と作文 ： 大学教育にお け る修辞学 と作文 教育の 役割 を始め として 、 古

　　　典修辞学 、 表現主義者の ア フ ロ
ーチ 、 認 知的ア プ ロ

ー
チ として の ライテ ィ ン

　　　グ、s 。cial 　 c 。nstructivist の 考え方に つ い て 述ぺ る 。

（2 ） 修辞学 とテ キ ス ト言語学 ；テ キス ト言語 学の 歴史概観 、 定義 、 主要学派 、 概念 、

　　　方法 、ライテ ィ ン グ へ の 適用 、 北欧英作文 ア ロ ジ ヱ ク ト、 テ キ ス ト言語 学を

　　 　重点 に置 い た対照修辞学研究に つ い て

（3 ） 文 化が埋 め込 まれ た ア クテ ィ ビテ ィ としての ライ テ ィ ン グ ：文化の 定義 、 文化

　　　と識 字 の 心 理学的調査 、教育学的調査 、 及 び応用言語 学者に よる文 化
・識 字

　　 研 究に つ い て

（4 ） 比 較修辞学 と翻訳 研 究 ：翻訳研 究理 論 の 展 開、比 較修辞学 と翻訳理論の 転移、

　　　共通の 問題点 として の 翻訳 にお け る 「重要度」 と 「適 切さ」 の 理論 に つ い て

（5 ） 対照修辞学の ジ ャ ン ル を特 定す る研 究 ：ジャ ン ル の 概念、学校で の 作文 、学術

　　 論 文、専門家の 文章 、社会認知 的観点 か ら見た 論 文 の 書 きか た の 習得 に つ い

　 　 　て

く 第三 部 〉対照修 辞学か らの 示 唆

（1） 対照修辞学調査法 ：作文 教授 法研 究の 手引 き 、 対照修辞学調査法、及び今後の

　　 　示 唆 に っ い て

（2）結論 （今 後の 示唆 と調査 の 方向） ：対照テ キス ト研 究か らの 示 唆、書 く過程 に

　　　基づ い た 対照 ライ テ ィ ン グ へ の 示 唆、EFL 状況下 で の 特定 ジャ ン ル 対照研究か

　　　らの 示 唆 、 異文 化状況設 定の 中で の EFL／ESI、ライテ ィ ン グの テ ス ト・研究方

　　 　向につ い て

　応 用 言 語 学 に お け る 対 照 修 辞 学 の 方 向性 と し て は 、 1 ） contrastive 　 text

Iinguistics（様々 な言語 や文化 の 談話構造にお ける論理 の 首尾
一

貫性 につ い て の 比較

分析）、 2 ）異文化圏の 作文 学 習過 程に つ い て の 比 較研 究、 3 ）第二 言語 作文恬動 の

比 較 （教室 に お ける振 る舞 い の 文化 的 多様性 ）、 4 ）各ジャ ン ル
、 目的 、 状況 を視野

に 入れ た対照 修辞研究 、 5 ）異文化 ・イデオ ロ ギー教育 と対 照修辞学 （学習者が標 準

語 文化に 同
一

化 して 自文化 に対す る信頼や 自信 を失 うとい う可能性 へ の 教師の 認識 に

つ い て ）の 5 点が挙げ られ る 、

　contrastlve 　rhetoric を学 び 、教える こ とは 、 言語や文 化に よ っ て ライテ ィ ン グ ・

ス タイル が異な る とい うこ とや読み 手 に も規範が あ る とい うこ とを EFL の 学生 に理解

させ る上 で も意義深 い
。　国際化 が ま すます進 み 、 英語 で書い て発表 す る機会が増 え

る中で 、 対照修辞学は今後、研 究 と実用の 両面 で重要な もの とな り、 また 、 日本 にお

ける EFL ライテ ィ ン グの 分野 に も多くの 示唆 を与えて くれ るで あろ う。
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